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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月11日(2009.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）離間して配置されたハルがプラットフォームに連繋されているカタマランハルと、
カタマランハルを推進する一体の推進システムと、
　ｂ）カタマランハルの前後に配備されたシールであって、加圧された空気を、離間した
ハルとハルの間及びシールとシールの間にある空間の中にトラップされることができるよ
うにするフロントシール及びリアシールと、
　ｃ）カタマランハルに収容され、加圧された空気を前記空間に送給する電動式リフトフ
ァンシステムと、
　ｄ）離間した各ハルにおけるサイドシールシステムであって、離間した各ハルの側部に
移動可能に取り付けられた可動ドアと、ドアの下方で、ドアと離間したハルの間に延在す
る膨張可能なシールとを含むサイドシールシステムと、
を具えているカタマラン表面効果船。
【請求項２】
　各ドアは、離間したハルに回動可能に取り付けられている請求項１のカタマラン表面効
果船。
【請求項３】
　各ドアは、ヒンジで離間したハルに取り付けられる請求項１のカタマラン表面効果船。
【請求項４】
　膨張可能なシールは、離間したハルとドアとの間に延在する張力膜を有している請求項
１のカタマラン表面効果船。
【請求項５】
　各張力膜は、ドアの下端部に取り付けられる請求項４のカタマラン表面効果船。
【請求項６】
　張力膜は、１又は複数のドレンを運んで、シールから水が取り除かれるようにする請求
項４のカタマラン表面効果船。
【請求項７】
　カタマランハルの中を通るチャンネルを有し、該チャンネルにより、膨張可能なシール
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を膨張させることができる請求項１のカタマラン表面効果船。
【請求項８】
　チャンネルは、使用中、最大水面よりも上の位置にある請求項７のカタマラン表面効果
船。
【請求項９】
　チャンネルにはバルブが設けられている請求項８のカタマラン表面効果船。
【請求項１０】
　チャンネルは、膨張可能なシールの少なくとも一部分を収縮させるための真空源に接続
されている請求項９のカタマラン表面効果船。
【請求項１１】
　真空源はベンチュリであり、該ベンチュリにはバルブが設けられ、膨張可能なシールを
選択的に真空で引くことができる請求項１０のカタマラン表面効果船。
【請求項１２】
　閉位置において、各ドアを離間したハルにロックするロッキング機構をさらに具えてい
る請求項１のカタマラン表面効果船。
【請求項１３】
　ロッキング機構は、ドアを閉位置に固定させることができるようにする電動式ロッキン
グドッグを有している請求項１２のカタマラン表面効果船。
【請求項１４】
　シールは、静水圧を用いて、少なくとも部分的に収縮されることができる請求項１のカ
タマラン表面効果船。
【請求項１５】
　各ドアの上端部は、離間したハルの上面の近傍位置で離間したハルに取り付けられる請
求項１のカタマラン表面効果船。
【請求項１６】
　１又は複数のシールは可撓性である請求項１のカタマラン表面効果船。
【請求項１７】
　推進システムはプロペラを有している請求項１のカタマラン表面効果船。
【請求項１８】
　プロペラは、カタマランハルの接岸等の際、独立して動作可能である請求項１７のカタ
マラン表面効果船。
【請求項１９】
　シールは、少なくとも１以上の可撓性フィンガーをさらに具えている請求項１のカタマ
ラン表面効果船。
【請求項２０】
　離間した各ハルはプラットフォームの下方に延在するフロートであり、各フロートの内
面は離間したハル間の空間の側部を画定する、請求項１のカタマラン表面効果船。
【請求項２１】
　前記内面は、プラットフォームから下方に延在する請求項２０のカタマラン表面効果船
。
【請求項２２】
　前記内面は略垂直方向に延びる請求項２１のカタマラン表面効果船。
【請求項２３】
　離間したハルはフロートであり、各フロートは、内面と外面を有し、内面及び外面の下
方にキールを有する請求項１のカタマラン表面効果船。
【請求項２４】
　各可動ドアは、フロートの外面でフロートに取り付けられる請求項２３のカタマラン表
面効果船。
【請求項２５】
　ドアは開位置と閉位置の間を移動し、閉位置でフロートの外面に近接する請求項２３の
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カタマラン表面効果船。
【請求項２６】
　フロントシールは、一方のフロートから他方のフロートへ延びる請求項２３のカタマラ
ン表面効果船。
【請求項２７】
　リアシールは、一方のフロートから他方のフロートへ延びる請求項２３のカタマラン表
面効果船。
【請求項２８】
　離間した各ハルは、内面、外面及びキールを有しており、ハルの内面はプラットフォー
ムから下方に延在し、空間は、プラットフォームの下方及び水面の上方、並びに離間した
ハルの内面と内面の間に延在する請求項１のカタマラン表面効果船。
【請求項２９】
　各可動ドアは、フロートの外面でフロートに取り付けられるる請求項２８のカタマラン
表面効果船。
【請求項３０】
　フロントシールは、一方のフロートから他方のフロートへ延びる請求項２８のカタマラ
ン表面効果船。
【請求項３１】
　リアシールは、一方のフロートから他方のフロートへ延びる請求項２８のカタマラン表
面効果船。
【請求項３２】
　サイドシールシステムを膨張可能なシールは、膨張するとキールの下方で延びる請求項
２８のカタマラン表面効果船。
【請求項３３】
　膨張可能なシールは、膨張すると離間した各ハルの底部の下方で延びる請求項１のカタ
マラン表面効果船。
【請求項３４】
　ａ）離間して配置されたハルがプラットフォームに連繋されているカタマランハルと、
カタマランハルを推進する一体の推進システムと、
　ｂ）カタマランハルの前後に配備されたシールであって、加圧された空気を、離間した
ハルとハルの間及びシールとシールの間にある空間の中にトラップされることができるよ
うにするフロントシール及びリアシールと、
　ｃ）カタマランハルに収容され、加圧された空気を前記空間に送給する電動式リフトフ
ァンシステムと、
　ｄ）離間した各ハルの外面に回動可能に取り付けられ、各々が上面と下端部を有するド
アと、
　ｅ）ドアの底部を離間したハルの外側部から離れる方向に回転させる膨張可能な部分と
、
を具えているカタマラン表面効果船。
【請求項３５】
　膨張可能な部分は、離間したハルからドアに延びる可撓性膜をさらに具えている請求項
３４のカタマラン表面効果船。
【請求項３６】
　バルブ部材をさらに具えている請求項３５のカタマラン表面効果船。
【請求項３７】
　ドアを離間したハルにロックする内部ロッキング機構をさらに具えている請求項３４の
カタマラン表面効果船。
【請求項３８】
　空間から膨張可能な部分に延びるチャンネルをさらに具えている請求項３４のカタマラ
ン表面効果船。
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【請求項３９】
　離間した各ハルは、内面、外面及びキールを有しており、ハルの内面はプラットフォー
ムから下方に延在し、空間は、プラットフォームの下方及び水面の上方、並びに離間した
ハルの内面と内面の間に延在する請求項３４のカタマラン表面効果船。
【請求項４０】
　各ドアは、フロートの外面でフロートに取り付けられている請求項３９のカタマラン表
面効果船。
【請求項４１】
　フロントシールは、一方のフロートから他方のフロートへ延びる請求項３９のカタマラ
ン表面効果船。
【請求項４２】
　リアシールは、一方のフロートから他方のフロートへ延びる請求項３９のカタマラン表
面効果船。
【請求項４３】
　サイドシールシステムを膨張可能なシールをさらに具えており、該シールは、膨張する
とキールの下方で延びる請求項３９のカタマラン表面効果船。
【請求項４４】
　離間した各ハルはプラットフォームの下方に延在するフロートであり、各フロートの内
面は離間したハルの間の空間の側部を画定す、請求項３４のカタマラン表面効果船。
【請求項４５】
　前記内面は、プラットフォームから下方に延在する請求項４４のカタマラン表面効果船
。
【請求項４６】
　前記内面は略垂直方向に延びる請求項４５のカタマラン表面効果船。
【請求項４７】
　離間したハルはフロートであり、各フロートは、内面と外面を有し、内面及び外面の下
方にキールを有する請求項３４のカタマラン表面効果船。
【請求項４８】
　各ドアは、フロートの外面でフロートに取り付けられる請求項４７のカタマラン表面効
果船。
【請求項４９】
　ドアは開位置と閉位置の間を移動し、閉位置でフロートの外面に近接する請求項４８の
カタマラン表面効果船。
【請求項５０】
　フロントシールは、一方のフロートから他方のフロートへ延びる請求項４７のカタマラ
ン表面効果船。
【請求項５１】
　リアシールは、一方のフロートから他方のフロートへ延びる請求項４７のカタマラン表
面効果船。
【請求項５２】
　ａ）離間して配置されたハルがプラットフォームに連繋され、該プラットフォームから
下方に延在しており、トンネルが離間したハルの間、プラットフォームの下方及び水面の
上方に形成され、離間した各ハルは内面及び外面を有するカタマランハルと
　ｂ）各々が一方のフロートから他方のフロートに亘って横方向に延在するフロントシー
ルとリアシールであって、加圧された空気クッションを、前記フロート及び前記シールに
よって囲まれ、前記トンネルを含む空間の中にトラップされることができるようにするフ
ロントシール及びリアシールと、
　ｃ）カタマランハルに収容され、加圧された空気を前記空間に送給する電動式リフトフ
ァンシステムと、
　ｄ）各フロートにおけるサイドシールシステムであって、各フロートの外面に移動可能
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に取り付けられた可動ドアと、ドアの下方で、ドアとフロートの間に延在する膨張可能な
シールとを含むサイドシールシステムと、
を具えているカタマラン表面効果船。
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